
　

急
激
な
技
術
革
新
や
市
場
の
変

化
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
複
雑
化

し
て
い
る
昨
今
の
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
。
も
ち
ろ
ん
知
財
業
界
も
例
に

漏
れ
ず
、
お
客
様
の
お
話
を
伺
っ

て
い
る
と
皆
様
が
抱
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
課
題
は
、
よ
り
細
か
く
、

ま
た
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
年
の
発
明
通
信
社

は
、
単
な
る
知
財
ツ
ー
ル
の
提
供

者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
お
客
様
の
抱

え
る
課
題
を
共
に
解
決
し
、
持
続

的
な
成
長
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、「
そ

れ
発
明
通
信
社
に
聞
い
て
み
よ

う
！
‐
知
財
活
動
の
た
め
の
総
合

商
社
‐
多
角
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
揃
っ
て
い
ま
す
。」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
２
０
２
４
知
財
・

情
報
フ
ェ
ア
＆
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

に
出
展
い
た
し
ま
す
。

〇
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐
Ｄ
Ｕ

　

昨
年
リ
リ
ー
ス
し
た
「
Ｈ
Ｙ

Ｐ
Ａ
Ｔ
‐
Ｄ
Ｕ
（
ハ
イ
パ
ッ
ト
・

デ
ィ
ー
ユ
ー
）」
は
、
特
許
調
査

や
知
財
管
理
の
効
率
化
と
、
技
術

情
報
・
権
利
情
報
を
効
果
的
に
査

読
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
ツ
ー

ル
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
操
作
性
を

最
優
先
に
設
計
し
、
初
心
者
で
も

そ
れ
発
明
通
信
社
に
聞
い
て
み
よ
う
！

　
　
　
　
２
０
２
４
知
財
・
情
報
フ
ェ
ア
へ
の
意
気
込
み

株
式
会
社
発
明
通
信
社
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業
統
括
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部
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い
つ
で
も
ど
こ
で
も
知
財
が
学
べ
る

　
　
　「
Ｉ
Ｐ 

ｅ
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
」の
ご
紹
介
　
3
面

| 

ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ａ
‐
ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
で
実
現
す
る

　
　
　
新
た
な
明
細
書
作
成
業
務
　
4
面

| 

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
　
5
面

| 

世
界
知
的
財
産
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
参
加
レ
ポ
ー
ト
　
6
面

| 

御
食
国
か
ら
物
申
す
〜
連
載
第
20
回
〜
　
7
面

| 

目
黒
寄
生
虫
館
レ
ポ
ー
ト
　
8
面

主な記事

直
感
的
に
使
い
こ
な
せ
る
点
、
ま

た
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｉ
機
能
で

技
術
範
囲
を
広
げ
、
新
し
い
情
報

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
可
能
な
点
を
ご

好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本

年
８
月
に
は
分
析
機
能
を
追
加

し
、
調
査
で
の
利
便
性
も
高
め
て

お
り
ま
す
。

〇
世
界
特
許
情

報
全
文
検
索

サ
ー
ビ
ス　
Ｊ

ａ
ｐ
ｉ
ｏ
‐
Ｇ

Ｐ
Ｇ
／
Ｆ
Ｘ

　

一
般
財
団
法

人
日
本
特
許

情
報
機
構
と

発
明
通
信
社
の

共
同
事
業
で
あ

る
「
Ｊ
ａ
ｐ
ｉ

ｏ
‐
Ｇ
Ｐ
Ｇ
／

Ｆ
Ｘ
（
ジ
ャ
ピ

オ
・
ジ
ー
ピ
ー

ジ
ー
・
エ
フ

エ
ッ
ク
ス
）」

で
は
、
世
界
の

特
許
公
報
を
「
日
本
語
」
で
横
断

検
索
い
た
だ
け
ま
す
。
特
許
公
報

特
化
型
Ａ
Ｉ
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

た
Ａ
Ｉ
翻
訳
オ
プ
シ
ョ
ン
の
ご
利

用
で
、
翻
訳
文
の
品
質
を
飛
躍
的

に
向
上
さ
せ
、
公
報
査
読
を
さ
ら

に
快
適
に
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
ま
た
、「
技
術
の
見
え
る
化

デ
ー
タ
提
供
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
世

界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
を
す
る
際
の
判
断
指
標
と
し

て
企
業
や
投
資
家
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。本
年
８
月
に
は
、

Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に

よ
り
分
析
精
度
が
向
上
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

〇
Ｉ
Ｐ　

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ

　

国
内
外
の
知
財
情
報
を
提
供
し

て
い
る
特
許
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
「
Ｉ
Ｐ　

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ

（
ア
イ
ピ
ー
デ
ー
タ
レ
イ
ク
）」
で

は
、
今
後
各
国
で
変
わ
り
ゆ
く

デ
ー
タ
提
供
形
式
に
も
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。
デ
ー
タ
利
用
先
の

HYPAT-DU
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ひ
と
つ
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
、

東
芝
デ
ジ
タ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
株
式
会
社

提
供
の
知
財

管
理
サ
ー
ビ
ス

「
Ｉ
Ｐ
ｅ
ａ
ｋ

Ｍ
Ｓ
Ⓡ
（
ア
イ

ピ
ー
ク
エ
ム
エ

ス
）」
は
、
Ｓ

ａ
ａ
Ｓ
型
ク
ラ

ウ
ド
で
の
デ
ー

タ
管
理
に
よ
り

効
率
的
な
管
理

が
実
現
す
る
だ

け
で
は
な
く
、

Ｉ
Ｐ　

Ｄ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ａ
Ｋ
Ｅ
か

ら
審
査
経
過
の

デ
ー
タ
を
取
り

込
む
こ
と
で
、

自
社
で
管
理
し

て
い
る
デ
ー
タ

と
特
許
庁
が
提

供
す
る
デ
ー
タ

を
統
合
管
理

し
、
効
率
化
向

上
を
可
能
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
発
明
通
信

社
で
は
、
お
客

様
の
業
務
内
容

や
ご
希
望
に
合
わ
せ
て
導
入
を
サ

ポ
ー
ト
、
運
用
開
始
後
の
お
問
い

合
わ
せ
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

〇
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐
ｉ
２

　

特
許
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
の

「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐
ｉ
２（
ハ
イ
パ
ッ

ト
・
ア
イ
ツ
ー
）」
に
は
痒
い
所

に
手
が
届
く
細
か
な
機
能
を
搭
載

し
、
お
客
様
の
日
頃
の
課
題
解
決

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
本
年
は
再
公
表
公
報
廃
止
が

不
便
、と
い
う
声
に
お
応
え
し
て
、

Ｐ
Ｃ
Ｔ
日
本
語
出
願
（
Ｗ
Ｏ
）
で

の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を
追
加
、

国
内
移
行
し
た
案
件
も
自
動
監
視

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特

許
の
ノ
イ
ズ
選
別
に
有
効
な
「
Ｐ

ａ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
ｅ
Ｆ
ｉ

ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
Ⓡ

（
パ
テ
ン
ト
ノ

イ
ズ
フ
ィ
ル

タ
ー
）」
や
、

検
索
結
果
を

内
容
に
応
じ

て
自
動
分
類

す
る
「
Ｈ
Ｙ

Ｐ
Ａ
Ｔ
／
Ｄ

Ａ
（
ハ
イ
パ
ッ

ト
・
デ
ィ
ー

エ
ー
）」
な

ど
の
自
然
言

語
処
理
技
術

を
利
用
し
た

ツ
ー
ル
で
の
業
務
効
率
化
も
提
案

し
て
お
り
ま
す
。

〇
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ａ
‐
ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ

　

本
年
リ
リ
ー
ス
し
た
「
ａ
ｐ
ｐ

ｉ
ａ
‐
ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
（
ア
ッ
ピ

ア
エ
ン
ジ
ン
）」
は
、
実
務
担
当

者
の
力
を
引
き
出
す
特
許
明
細
書

作
成
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
れ
ま
で

俗
人
化
し
て
い
た
明
細
書
作
成
に

お
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
進
し
、

ス
ピ
ー
ド
と
ク
オ
リ
テ
ィ
の
両
立

を
実
現
さ
せ
ま
す
。
９
月
に
は
Ａ

Ｉ
連
携
機
能
も
リ
リ
ー
ス
し
、
特

許
事
務
所
様
か
ら
の
注
目
度
は
一

層
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

○
特
許
調
査

　

発
明
通
信
社
の
特
許
調
査
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
ま
ず
お
客
様
の
目
的

や
ご
予
算
を
詳
し
く
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
、
最
適
な
調
査
範
囲
（
母
集

合
）
を
複
数
の
パ
タ
ー
ン
で
提
案

し
た
後
、
各
特
許
文
献
を
独
自
の

視
点
で
仕
分
け
る
た
め
の
軸
を
設

定
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
と
当
社
の

豊
富
な
経
験
を
反
映
し
た
、
効
果

的
な
分
類
方
法
を
模
索
い
た
し
ま

す
。
各
特
許
文
献
を
１
件
１
件
査

読
し
適
切
な
分
類
を
付
与
す
る
こ

と
で
、
納
品
後
の
デ
ー
タ
を
効
率

的
に
活
用
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能

で
す
。
ご
希
望
に
応
じ
て
行
う
、

調
査
結
果
の
マ
ッ
プ
化
や
解
析
を

お
使
い
い
た
だ
く
と
、
特
許
の
分

布
や
技
術
の
傾
向
を
視
覚
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
、
戦
略
的
な
意

思
決
定
が
叶
い
ま
す
。

○
セ
ミ
ナ
ー

　

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
知
財
に
関
し
て
受
講

さ
れ
る
皆
様
が
直
面
し
て
い
る
身

近
な
ト
ピ
ッ
ク
や
業
界
の
ト
レ
ン

ド
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
講
師

に
は
発
明
通
信
社
セ
ミ
ナ
ー
の
理

念
や
活
動
に
共
感
く
だ
さ
っ
た
専

門
家
を
お
招
き
し
、
知
財
業
界
へ

の
貢
献
を
目
的
と
し
た
講
演
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
過
去

に
は
、
変
化
し
て
い
く
知
財
部
の

役
割
を
テ
ー
マ
に
、
担
当
者
が
担

う
べ
き
業
務
の
具
体
例
を
紹
介
す

る
な
ど
、あ
り
き
た
り
で
は
な
い
、

少
し
「
変
わ
っ
た
」
内
容
が
、
多

く
の
方
に
好
評
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

○
コ
ラ
ム

　

知
財
業
務
に
携
わ
ら
れ
て
い
る

方
々
へ
の
支
援
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

４
つ
の
コ
ラ
ム
を
連
載
中
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
独
自
の
視
点

で
、
知
財
に
関
す
る
情
報
は
も
ち

ろ
ん
、
中
国
の
動
向
や
現
代
の
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
で
直
面
す
る
課
題
な

ど
に
つ
い
て
分
析
、
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
発
明
通
信
社
が
法
人
設

立
し
て
か
ら
73
年
。
長
い
間
知
財

業
界
に
携
わ
り
、
そ
の
変
遷
を
間

近
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

知
的
財
産
を
中
心
と
し
た
情
報
発

信
企
業
と
し
て
、
そ
の
普
及
・
活

用
を
推
進
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、社
会
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、

全
社
員
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
高
い

目
標
に
向
か
い
挑
戦
し
続
け
て
い

く
所
存
で
す
。　
　

セミナーページコラムページ

展示ブースイメージ

appia-engine ダッシュボード

https://www.hatsumei.co.jp/seminar/
https://www.hatsumei.co.jp/column/
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い
つ
で
も
ど
こ
で
も
知
財
が
学
べ
る

　
　
　
　
　
　「
Ｉ
Ｐ 

ｅ
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
」
の
ご
紹
介

独
立
行
政
法
人
　
工
業
所
有
権
情
報
・
研
修
館
（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
）

知
財
人
材
部

１
．
知
財
人
材
の
育
成　

　

近
年
、
企
業
や
大
学
等
の
知
財

管
理
部
門
や
、
知
財
専
門
家
に
求

め
ら
れ
る
知
識
・
役
割
が
多
様
化

す
る
と
同
時
に
、
知
財
と
の
関
わ

り
が
少
な
か
っ
た
部
門
に
お
い
て

も
、
知
財
に
関
す
る
基
礎
知
識
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
知
財
人
材
育
成
へ
の
貢
献

を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｉ
Ｔ
で
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
デ
バ
イ
ス
で
知
財
学
習
が
可
能

な
「
Ｉ
Ｐ 
ｅ
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ 

（
ア
イ

ピ
ー
イ
ー
プ
ラ
ッ
ト
）」
を
提
供

し
て
い
ま
す
。　２

．「
Ｉ
Ｐ 
ｅ
Ｐ
ｌ

ａ
ｔ
」
と
は

　
「
Ｉ
Ｐ 

ｅ
Ｐ
ｌ

ａ
ｔ
」
は
、
特
許

庁
及
び
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ

Ｔ
が
有
す
る
知
識
・

経
験
に
基
づ
い
て

作
成
し
た
１
０
０

以
上
の
知
財
に
関

す
る
動
画
コ
ン

テ
ン
ツ
を
無
料
で

提
供
す
る
知
財
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

知
財
の
初
学
者
か

ら
実
務
者
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
た
動
画

コ
ン
テ
ン
ツ
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
講
状
況
の
管
理
機
能

や
テ
ス
ト
機
能
も
搭
載
し
て
お

り
、
ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
い
た
だ
く

こ
と
で
企
業
の
社
内
研
修
な
ど
に

も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

３
．
充
実
の
コ
ン
テ
ン
ツ

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
で
は
最
近
の
取
り

組
み
と
し
て
、
知
財
を
よ
り
平
易

に
学
習
い
た
だ
け
る
よ
う
、
従
来

の
解
説
ス
ラ
イ
ド
に
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
組
み
合
わ
せ
た
動
画
に
加
え

新 刊 紹 介新 刊 紹 介

【
商
品
及
び
役
務
の
区
分
解
説（
国

際
分
類
第
12
‐
２
０
２
４
版
対

応
）】

商
品
及
び
役
務
の
区
分
や
商
品
及

び
役
務
の
用
語
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ

た
、
解
説
集
。

著
者　

特
許
庁
商
標
課

発
行　

発
明
推
進
協
会

価
格　

１
９
８
０
円
（
税
込
）

発
明
通
信
社

が
自
信
を

持
っ
て
オ
ス

ス
メ
す
る
書

籍
の
数
々
で

す
。

ご
興
味
の
あ

る
方
は
弊
社

営
業
担
当
ま

で
お
気
軽
に

お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
！

アニメーション動画

【
防
衛
技
術
の
守
り
方　

改
訂
版
】

秘
密
特
許
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
か

ら
76
年
。
２
０
２
４
年
５
月
１
日

つ
い
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
特
許
出

願
非
公
開
制
度
」の
概
要
も
解
説
。

【
知
的
財
産
入
門　

第
５
版
】

知
的
財
産
を
大
学
生
や
社
会
人
を

は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
知
的
財
産
を

学
ぶ
方
の
た
め
の
入
門
書
。

著
者　

中
川
勝
吾

発
行　

発
明
推
進
協
会

価
格　

１
４
３
０
円
（
税
込
）

著
者　

櫻
井
孝

発
行　

発
明
推
進
協
会

価
格　
３
９
６
０
円
（
税
込
）

IP ePlat

て
、「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」、「
再

現
ド
ラ
マ
」、「
職
員
に
よ
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
」
な
ど
多
様
な
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
の
作
成
に
注
力
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
商
工
会
議
所
と
連

携
し
て
、
知
財
の
気
づ
き
を
与
え

る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
全
国
の
中
小
企
業
等
へ

「
知
財
経
営
リ
テ
ラ
シ
ー
」
向
上

に
向
け
た
知
財
支
援
の
強
化
も
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
快
適
な
利
用
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
に
努
め
、
皆
さ
ま

の
知
財
学
習
の
一
助
と
な
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
「
Ｉ
Ｐ 

ｅ
Ｐ
ｌ

ａ
ｔ
」
の
運
営
な
ら
び
に
多
様
な

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

の
作
成
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

是
非
、「
Ｉ
Ｐ 

ｅ

Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
」
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

https://ipeplat.
inpit.
go.jp/Elearning/

日本商工会議所連携動画

https://ipeplat.inpit.go.jp/Elearning/


4

　

特
許
明
細
書
の
作
成
方
法
は
、

技
術
の
進
歩
に
伴
い
大
き
な
変
革

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、「
ス
マ
ー
ト
ド
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
」
と
い
う
新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
と
、そ
れ
を
支
え
る
ツ
ー
ル「
ａ

ｐ
ｐ
ｉ
ａ
‐
ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
」
を

紹
介
し
ま
す
。

【
ス
マ
ー
ト
ド
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と

は
】

　

一
部
の
事
務
所
で
は
、
特
許
明

細
書
作
成
の
効
率
を
上
げ
る
た
め

に
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
に
Ｖ
Ｂ
Ａ
や
マ
ク
ロ

を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
解
決
で
き
て
い
な
い
問
題
が

存
在
し
ま
す
。
特
許
明
細
書
作
成

に
は
、
単
に
効
率
的
に
書
く
だ
け

で
な
く
、
発
明
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

ク
レ
ー
ム
の
作
成
と
い
っ
た
高
度

な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
必
要
で

す
。
Ｖ
Ｂ
Ａ
や
マ
ク
ロ
の
導
入
に

は
一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

明
細
書
作
成
の
本
質
的
な
部
分
に

価
値
を
届
け
る
こ
と
が
困
難
で

す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
ド
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

は
、
従
来
の
手
動
で
の
文
書
作
成

か
ら
脱
却
し
、
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
や
生
成

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
特
許

明
細
書
の
作
成
を
劇
的
に
効
率
化

し
、
品
質
を
向
上
さ
せ
る
未
来
の

特
許
明
細
書
作
成
方
法
で
す
。
こ

の
新
し
い
ド
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
ス

タ
イ
ル
に
よ
り
、
特
許
実
務
家
は

手
間
の
か
か
る
作
業
か
ら
解
放
さ

れ
、
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
ま
す
。①
効
率
の
向
上
：

専
用
の
Ｕ
Ｉ
と
自
動
化
ツ
ー
ル
に

よ
り
作
業
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
ま
す
。
②
品
質
の
向
上
： 

標

準
化
さ
れ
た
テ

ン
プ
レ
ー
ト
と

チ
ェ
ッ
ク
機
能

に
よ
り
、
文
書

の
一
貫
性
と
正

確
性
が
保
証
さ

れ
ま
す
。
③
コ

ス
ト
削
減
：
時

間
と
労
力
の
削

減
に
よ
り
、
コ

ス
ト
が
削
減
さ

れ
ま
す
。

【
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ａ

‐
ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ

ｅ
の
機
能
】

　
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ａ

ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ａ‐

ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
で
実
現
す
る

                            

新
た
な
明
細
書
作
成
業
務

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ‐

Ｉ
Ｐ
株
式
会
社

‐
ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
は
、
ス
マ
ー
ト

ド
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
実
現
す
る
た

め
の
強
力
な
ツ
ー
ル
で
す
。
９
月

に
リ
リ
ー
ス
し
た
最
新
バ
ー
ジ
ョ

ン
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
を
駆
使

し
て
、
特
許
明
細
書
に
お
け
る
文

章
生
成
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
機
能
の
特
徴
は
、
以
下
の

３
つ
か
ら
な
り
ま
す
。
①
専
用
の

Ｕ
Ｉ
や
生
成
Ａ
Ｉ
連
携
を
用
い
た

ク
レ
ー
ム
作
成
、
図
面
作
成
と

い
っ
た
、
明
細
書
作
成
業
務
の
効

率
化
を
行
い
ま
す
。
②
案
件
管

理
や
資
料
デ
ー
タ
の
保
存
と
い
っ

た
、
情
報
の
一
元
管
理
を
行
い
ま

す
。
③
同
一
組
織
に
所
属
す
る

ユ
ー
ザ
ー
で
案
件
を
シ
ェ
ア
し
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

出願人
最終特許率 (％ )
( 前置審査
審判段階含 )

2022 年
特許出願件数
( 参考として )

特許査定件数
( 件 )

( 前置審査
審判段階含）

1 日立建機株式会社 95.5 305 210

2 プライムプラネット
エナジー＆ソリューションズ株式会社 95.2 329 318

3 フジテック株式会社 95 173 208

4 スズキ株式会社 94.3 321 497

5 三菱電機ビルソリューションズ株式会社 94.1 154 224

6 株式会社大林組 93.9 309 230

7 株式会社日立産機システム 93.9 167 199

8 株式会社日立ハイテク 93.7 466 358

9 東京エレクトロン株式会社 93.6 1055 779

10 ブラザー工業株式会社 93.5 1131 990

11 横浜ゴム株式会社 93.2 223 328

12 株式会社 SUBARU 93.1 612 699

13 ソフトバンク株式会社 93 235 211

14 日産自動車株式会社 92.6 834 576

15 KDDI 株式会社 92.5 500 430

16 株式会社日立製作所 92.4 1642 1248

17 ルノー　エス . ア . エス .［FR］ 91.8 237 291

18 大和ハウス工業株式会社 91.6 362 207

19 浜松ホトニクス株式会社 91.2 260 206

20 JFE スチール株式会社 91.1 1306 797

21 TOYO　TIRE 株式会社 91.1 255 225

22 楽天グループ株式会社 90.8 243 208

23 株式会社オートネットワーク技術研究所 90.5 446 332

24 株式会社オービック 90.5 285 209

25 鹿島建設株式会社 90.1 230 237

26 エ ル ジ ー 　 エ ナ ジ ー 　 
ソリューション　リミテッド［KR］ 89.9 968 675

27 東芝三菱電機産業システム株式会社 89.9 184 205

28 株式会社竹中工務店 89.6 264 251

29 株式会社ジャパンディスプレイ 89.6 580 241

30 住友電装株式会社 89.5 699 537

・特許行政年次報告書 2024 年版の 11. 特許登録件数上位 200 社（2023 年）の出願・審査関連情報 CSV を利用。・特許出願件数：
2022 年の特許出願件数　・特許査定件数（前置審査・審判段階含む）：2023 年に審査段階及び審判段階において特許と判断され
た件数。例：2023 年の特許査定件数（前置審査・審判段階含む）=（2023 年の特許査定件数（審査段階）+2023 年の前置審査
での特許査定件数 +2023 年の審判請求成立審決件数※ 1）・最終特許率（前置審査・審判段階含む）：2023 年において、審査段
階における特許査定件数に加え、前置審査において特許査定された件数、及び、拒絶査定不服審判請求後に特許になった件数（審
判請求成立審決件数）を反映させた特許率。例：2023 年の最終特許率（前置審査・審判段階含む）=（2023 年の特許査定件数

（審査段階）+2023 年の前置特許査定件数 +2023 年の審判請求成立審決件数※ 2）/（2023 年の特許査定件数（審査段階）+2023
年の拒絶査定件数 +2023 年の審査着手後の取下げ・放棄件数 +2023 年の前置特許査定件数 +2023 年の審判請求成立審決件数
+2023 年の審判請求棄却件数※ 2+2023 年の審判段階での取下げ・放棄件数）・2024 年 7 月データ取得　※ 1　審判請求成立審
決件数：拒絶査定不服審判に関するもの。※ 2　審判請求成立審決件数と審判請求棄却件数：拒絶査定不服審判に関するもの。

【2023 年における特許登録率　上位 30 社】

　

今
後
の
機
能
開
発
に
よ
り
、
過

去
の
案
件
の
情
報
を
効
率
的
に
再

利
用
し
た
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

添
削
に
よ
る
品
質
向
上
、
中
間
対

応
に
お
け
る
意
見
書
・
補
正
書
作

成
の
効
率
化
も
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

【
特
許
業
務
の
未
来
】

　

こ
れ
ら
の
新
し
い
ツ
ー
ル
と
ア

プ
ロ
ー
チ
の
導
入
に
よ
り
、
特
許

業
務
の
Ｄ
Ｘ
が
進
展
し
、
特
許
事

務
所
や
企
業
の
知
財
部
門
は
、
よ

り
効
率
的
で
高
品
質
な
業
務
運
営

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
特
に
弁
理

士
は
、
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
か
ら
解

放
さ
れ
、
創
造
的
な
業
務
に
集
中

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
技
術
革
新
は
、
特
許
業
務
の

未
来
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
を

秘
め
て
お
り
、
業
界
全
体

の
進
化
を
促
進
す
る
も
の

で
す
。
ス
マ
ー
ト
ド
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
と
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ａ

‐
ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
の
普
及

に
よ
り
、
特
許
明
細
書
の

作
成
が
迅
速
か
つ
高
品
質

に
行
わ
れ
、
競
争
力
が
強

化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

製品サイト

https://appia-engine.com/
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２
０
２
４
年
６
月
18
日
に
株
式

会
社
発
明
通
信
社
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、「
発
明
者
が
考
え
た
実

施
形
態
か
ら
広
い
請
求
項
１
を
作

成
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
の

セ
ミ
ナ
ー
を
Ｗ
ｅ
ｂ
に
て
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
約
１
６
０
名

と
い
う
多
く
の
方
々
に
話
を
聞
い

て
い
た
だ
き
、
受
講
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
は
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
日
本
弁
理
士

会
の
実
務
修
習
お
よ
び
育

成
塾
の
講
師
を
務
め
て
お

り
、
主
に
初
心
者
に
対
す

る
実
務
指
導
を
得
意
と
し

て
お
り
ま
す
。
本
セ
ミ

ナ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
研
修

に
て
お
話
し
し
て
い
る
内

容
の
一
部
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

発
明
者
が
提
案
し
て
き
た

実
施
形
態
か
ら
課
題
と
原

理
と
を
考
慮
し
て
、
技
術

知
識
及
び
論
理
的
思
考

力
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
施
形
態
を
上
位
概

念
化
す
る
作
業
を
説
明
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
が
こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
を

行
う
動
機
は
、
20
数
年
前
に
私
が

実
務
を
始
め
た
こ
ろ
に
実
務
能
力

の
習
得
に
苦
労
し
た
こ
と
で
す
。

大
学
院
を
出
て
す
ぐ
に
特
許
事
務

所
に
飛
び
込
ん
だ
と
こ
ろ
ま
で
は

良
か
っ
た
の
で
す
が
、
明
細
書
及

び
請
求
項
の
書
き
方
が
ど
う
に
も

分
か
ら
な
い
。
と
り
あ
え
ず
、
渡

さ
れ
た
案
件
を
必
死
で
書
く
け

ど
、
所
長
に
数
行
だ
け
真
っ
赤
に

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
突
き
返
さ
れ
る

こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
ク
ビ
に
な
る
と
焦

り
、
明
細
書
及
び
請
求
項
を
書
く

の
に
何
が
必
要
な
の
か
を
必
死
で

考
え
た
結
果
、「
論
理
的
思
考
力
」、

「
技
術
知
識
」、「
文
章
力
」及
び「
コ

ミ
ュ
力
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に

至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
中
で
自
身
が
不
十
分
で
あ
る
要

素
が「
論
理
的
思
考
力
」及
び「
文

章
力
」
で
あ
る
と
突
き
詰
め
、
書

籍
等
で
勉
強
し
て
補
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
も
が
き
苦
し
み
な
が

ら
、
明
細
書
及
び
請
求
項
の
書
き

方
の
言
語
化
を
進
め
ま
し
た
。

　

何
と
か
実
務
能
力
を
身
に
着
け

て
今
で
こ
そ
弁
理
士
を
天
職
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
と
ん

で
も
な
い
と
こ
ろ
に
足
を
踏
み
入

れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
何

故
で
き
な
い
の
か
？
ど
う
や
っ
た

ら
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
？
を

苦
労
し
な
が
ら
考
え
た
結
果
、
明

細
書
及
び
請
求
項
の
書
き
方
を
言

語
化
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
苦
労
し
て

体
得
し
た
か
ら
こ
そ
、
他
人
に
そ

れ
を
お
話
し
で
き
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
私

は
、
こ
の
仕
事
を
す
る
た
め
の
才

能
を
最
初
か
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
仕
事
を
通
じ

て
必
要
な
能
力
を
取
得
し
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
一
部
の
天
才
と

呼
ば
れ
る
実
務
家
は
別
と
し
て
、

多
く
の
実
務
家
は
、
私
の
よ
う
に

仕
事
を
通
じ
て
必
要
な
能
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
た
と
推
測
し
て
い
ま

す
。
で
す
の
で
、
私
の
セ
ミ
ナ
ー

が
、
多
く
の
初
心
者
の
方
々
が
実

務
能
力
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
発
明
者
が
考
え
た
実
施
形
態
か
ら

　
　
　
　
　
　広
い
請
求
項
１
を
作
成
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ク
特
許
事
務
所
　谷  

和
紘

セミナー中の様子

〇
谷
和
紘　

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ク
特
許
事
務
所

代
表
弁
理
士
。
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
精
密
科
学
コ
ー
ス
修
士
課
程
修
了

後
、
特
許
事
務
所
、
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

特
許
部
門
勤
務
を
経
て
、
２
０
２
３
年
に

現
事
務
所
を
開
設
。
出
願
業
務
に
加
え
、

セ
ミ
ナ
ー
事
業
で
も
好
評
を
得
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　情
報

〇
10
月
16
日  

（
水
）
14
：
00
～

「
２
０
２
４
知
財
・
情
報
フ
ェ
ア

＆
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス　

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」：
２
０
２
４ 

知
財
・
情
報
フ
ェ
ア
＆
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
お
い
て
「
そ
れ
発
明
通

信
社
に
聞
い
て
み
よ
う
！
‐
知
財

活
動
の
た
め
の
総
合
商
社
‐
多
角

的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
揃
っ
て
い

ま
す
。」 

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ､

展
示
し
た
内
容
か
ら
注
目
サ
ー
ビ

ス
を
抜
粋
し
て
紹
介
。

〇
11
月
14
日 

（
木
）
14
：
00
～　

「
海
外
特
許
調
査
を
ス
ム
ー
ズ
に

『
Ｊ
ａ
ｐ
ｉ
ｏ
‐
Ｇ
Ｐ
Ｇ
／
Ｆ
Ｘ
』

紹
介
セ
ミ
ナ
ー
」：
世
界
主
要
国
・

機
関
の
特
許
公
報
全
文
を
日
本
語

で
横
断
的
に
検
索
を
行
い
、
日
本

語
で
査
読
で
き
る
検
索
サ
ー
ビ

ス
『
Ｊ
ａ
ｐ
ｉ
ｏ
‐
Ｇ
Ｐ
Ｇ
／
Ｆ

Ｘ
』、
自
社
の
特
許
情
報
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
技
術
の
見
え
る
化
機

能
に
つ
い
て
ご
案
内
。

＊
発
明
通
信
社
で
は
、
毎
月
様
々

な
テ
ー
マ
で
開
催
中
で
す
！
ぜ
ひ

弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
特
許
手
帳
２
０
２
５
年
版
】

　

発
明
通
信
社
の
人
気
商
品
、
特

許
手
帳
が
２
０
２
５
年
版
よ
り
Ｂ

６
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
い
た
し
ま
す
。
携
帯
で
き
る
知

財
の
豆
辞
典
と
し
て
、
ふ
と
し
た

時
に
気
に
な
る
事
項
を
素
早
く
調

べ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
従
来
の

内
容
は
そ
の
ま
ま
に
、
よ
り
書
き

込
み
や
す
く
、
よ
り
確
認
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。［
内
容
］
出
願

か
ら
権
利
消
滅
ま
で
（
４
法
）
／

産
業
財
産
権
の
各
種
期
間
一
覧
・

期
限
計
算
例
／
各
国
産
業
財
産
権

法
概
要
一
覧
表
／
知
財
法
改
正
項

目
／
国
際
特
許
分
類
／
意
匠
分
類

一
覧
表
／
商
標
法
施
行
令
別
表
／

Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
コ
ー
ド
一
覧
表
／
各
国

特
許
出
願
政
府
費
用
等
一
覧
表
／

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
な
ど

発
行　

発
明
通
信
社

定
価　

２
５
３
０
円
（
税
込
）

　

詳
し
く
は
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
営
業
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

　
　
　
　
　お
知
ら
せ
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新
刊
紹
介

新
刊
紹
介

【
Ｐ
Ｃ
Ｔ
出
願
人
の
手
引
（
日
本

語
版
）】

Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
監
修
、
Ｐ
Ｃ
Ｔ
出
願

手
続
き
に
つ
い
て
の
指
導
書
。

２
０
２
３
年
版
で
は
特
に
配
列
表

の
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
新
標
準
の
適
用
状

況
、
電
子
化
へ
の
対
応
、
手
数
料

の
改
定
な
ど
、
各
国
・
地
域
に
お

け
る
最
新
情
報
を
掲
載
。

監
修　

Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ

翻
訳
・
発
行　

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

【
欧
州
特
許
の
取
り
方
（
日
本
語

版
）】

会
社
、
発
明
者
及
び
代
理
人
に
欧

州
特
許
付
与
手
続
き
の
概
略
を
実

務
上
の
ヒ
ン
ト
を
含
め
て
説
明

し
、
欧
州
特
許
へ
の
道
を
円
滑
に

す
る
手
引
書
。

編
集　

Ｅ
Ｐ
Ｏ

翻
訳
・
発
行　

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

定
価　
３
１
１
８
５
円
（
税
込
）

　

２
０
２
４
年
４
月
15
日
発
行
さ

れ
た
発
明
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
版
第
31

号
の「
４
月
は『
知
財
の
月
』特
集
」

で
、
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
日
本
事
務
所
の
澤

井
智
毅
所
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
、
Ｗ
Ｉ
Ｐ

Ｏ
で
は
世
界
的
な
知
財
啓
発
活
動

の
１
つ
と
し
て
、
毎
年
４
月
26
日

を
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
ａ
ｙ
（
日

本
で
は
世
界
知
的
財
産
の
日
）
と

定
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

伺
い
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
「
知
財
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
―
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
創
造
力
で
築
く
地

球
の
未
来
」
へ
込
め
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ま

た
登
壇
さ
れ
る
豪
華
な

顔
ぶ
れ
に
、
そ
の
場
で

「
必
ず
自
分
も
参
加
さ

せ
て
ほ
し
い
」
と
澤
井

所
長
に
お
伝
え
し
た
も

の
で
す
。

　

待
ち
に
待
っ
た
イ
ベ

ン
ト
当
日
。
会
場
で
あ

る
東
京
内
幸
町
の
イ
イ

ノ
ホ
ー
ル
で
は
大
勢
の
方
が
開
始

ま
で
の
間
、
談
笑
さ
れ
た
り
、
ホ

ワ
イ
エ
で
の
知
財
を
巡
る
動
画
や

パ
ネ
ル
を
ご
覧
に
な
っ
た
り
と
思

い
思
い
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
で
多
く
の
催
し
が
オ
ン
ラ
イ
ン

に
移
行
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
風
景
を
見
る
こ
と
が
な
く
な
っ

て
い
た
の
で
、
ど
こ
か
安
心
し
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

澤
井
所
長
の
開
会
挨
拶
、
特
許

庁
濱
野
幸
一
長
官
（
当
時
）
の
主

賓
挨
拶
と
続
い
た
後
、
ま
ず
登
壇

さ
れ
た
、
大
阪
万
博
の
座
長
、
ま

た
前
吉
本
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会

長
、
大
﨑
様
の
「
今
の
若
者
は
ド

ラ
マ
を
２
、３
倍
の
速
さ
で
見
る

ら
し
い
。
今
日
の
短
い
時
間
、
私

も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
早
口
で
話

し
ま
す
」
と
い
っ
た
『
つ
か
み
』

に
ま
ん
ま
と
ハ
マ
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
は
怒
涛
の
講
演
ラ
ッ
シ
ュ

で
、
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
施
策
の

サ
ポ
ー
ト
企
業
２
社
の
ト
ッ
プ
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
堂
脇
様
、
遠
藤
様

に
は
、
地
道
な
研
究
と
開
発
を
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
ご
実
績
に
頭

が
下
が
る
一
方
、
知
財
の
重
要
性

と
そ
の
共
有
の
難
し
さ
を
改
め
て

感
じ
（
遠
藤
様
と
澤
井
所
長
の
対

談
で
は
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
会
場

で
質
問
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
）、
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
さ
れ
て

い
る
大
渕
様
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
か
ら
は
、
日
本
に
根
付
い
て
い

る
固
ま
っ
た
考
え
方
へ
危
機
感
を

持
ち
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最

後
と
な
る
「
世
界
知
的
財
産
の
日

２
０
２
４　

ユ
ー
ス
動
画
コ
ン
テ

ス
ト
」
受
賞
作
品
発
表
は
、
短
い

動
画
に
詰
ま
っ
た
ア
イ
デ
ア
で
、

世
界
の
こ
れ
か
ら
に
希
望
を
持
て

る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。

　

知
財
の
可
能
性
や
世
界
の
未

来
、
次
世
代
の
意
識
の
高
さ
を
滝

の
よ
う
に
浴
び
た
後
、
帰
宅
ま

で
の
道
の
り
で
頭
を
駆
け
巡
っ

た
「
な
ん
だ
か
す
ご
い
話
を
聞
い

て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
思
い
を
、

そ
の
後
夢
中
で
家
族
に
話
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
澤
井
所
長
が
本
紙
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
「
参
加
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
言

葉
で
そ
の
感
想
を
周
り
の
方
に
伝

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
お

言
葉
の
意
図
を
実
感
し
た
の
で

す
。

　

Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
日
本
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
当
日
の
動
画
を

閲
覧
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
発
明
Ｋ
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
版
読
者
の
皆
様
も
ご
覧

い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
得
た
も
の

を
伝
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

世
界
知
的
財
産
の
日 

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　参
加
レ
ポ
ー
ト

Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ 

日
本
事
務
所
主
催

イベントページ

【
欧
州
特
許
庁
審
査
便
覧
（
日
本

語
版
）】

欧
州
特
許
条
約
・
同
施
行
規
則
に

基
づ
き
欧
州
出
願
・
欧
州
特
許
の

審
査
の
諸
局
面
に
お
い
て
採
る
べ

き
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
手
続
に
関
す

る
指
針
と
な
る
必
備
書
。

編
集　

Ｅ
Ｐ
Ｏ

翻
訳
・
発
行　

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

定
価　

４
３
９
２
３
円
（
税
込
）

定
価　

７
９
８
６
０
円
（
税
込
）

https://www.wipo.int/meetings/ja/2024/wjo_ipday.html
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夏
が
来
る
た
び
に
、「
例
年
に

な
い
猛
暑
」
と
云
わ
れ
、
８
月
に

は
台
風
が
多
く
あ
り
ま
し
た
ね
。

小
浜
で
は
、
子
供
た
ち
の
お
祭
り

で
あ
る
地
蔵
盆
が
終
わ
り
、
秋
の

大
祭
「
放
生
祭
」
の
練
習
が
始
ま

り
ま
し
た
。
日
が
暮
れ
る
と
、
コ

オ
ロ
ギ
や
鈴
虫
の
声
の
な
か
に
、

笛
や
太
鼓
の
音
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
こ
の
音

を
聞
く
と
、
秋
の
始
ま
り
を
感
じ

ま
す
。

　

小
浜
市
内
外
海
地
区
に
『
ブ

ル
ー
パ
ー
ク
阿
納
』
が
あ
り
ま

す
。
港
で
魚
を
釣
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
、釣
っ
た
鯛
を
自
分
で
捌
き
、

刺
身
・
焼

き
魚
を
作

り
、
食
す

こ
と
ま
で

楽
し
め
る

体
験
交
流

施
設
で

す
。
都
会

の
子
ど
も

た
ち
に
漁

村
の
暮
ら

し
や
食
の

大
切
さ
と

感
謝
の
気

持
ち
を

知
っ
て
も

ら
お
う

と
、
阿
納
体
験
民
宿
組
合
の
皆
さ

ん
が
指
導
す
る
教
育
旅
行
、
体
験

学
習
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
受
講
者
は
中
学
生
が
中
心
で

す
。
生
徒
数
が
多
く
民
宿
の
女
将

さ
ん
た
ち
だ
け
で
は
賄
え
な
い
と

き
、
市
民
や
大
学
生
が
ヘ
ル
プ
に

入
り
ま
す
。
私
が
ヘ
ル
プ
に
入
っ

た
際
、
ヘ
ル
プ
者
へ
の
体
験
学
習

受
入
れ
要
領
は
す
べ
て
口
頭
指
導

で
し
た
。
ま
た
女
将
さ
ん
に
よ
っ

て
、
細
か
な
順
番
や
指
示
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
へ
の
対
応
も
、
生
徒
の
個
性

や
女
将
さ
ん
の
経
験
値
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
で
は
、

ヘ
ル
プ
者
が
わ
か
ら
な
い
都
度
女

将
さ
ん
に
質
問
し
、
体
験
学
習
の

作
業
が
中
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
、
女
将

さ
ん
た
ち
の
手
を
煩
わ
せ
る
結
果

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

教
育
旅
行
担
当
者
に
「
体
験
学
習

ヘ
ル
プ
者
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
る
こ
と
」を
提
案
し
ま
し
た
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
あ
た
り
、

①
②
の
ポ
イ
ン
ト
を
考
慮
し
ま
し

た
。

①
業
務
の
再
現
性
を
重
視
す
る
こ

と②
変
動
す
る
事
象
に
対
応
で
き
る

も
の

　

①
と
云
え
ば
『
業
務
引
継
ぎ
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
、
誰
が
や
っ
て
も
業
務
が
滞
り

な
く
再
現
で
き
る
も
の
が
望
ま
れ

ま
す
。

・
全
体
像
と
体
系
を
解
説
（
こ
の

業
務
は
な
ぜ
必
要
、
ど
う
使
わ
れ

る
、
な
ど
）

・
ポ
イ
ン
ト
（
例
え
ば
工
程
）
ご

と
に
、
作
業
内
容
と
注
意
事
項
や

ノ
ウ
ハ
ウ
提
供

・
作
業
の
写
真
や
フ
ロ
ー
図
な
ど
、

使
い
勝
手
を
考
慮
し
た
視
認
性
が

必
要

　

②
は
、経
験
か
ら
加
え
ま
し
た
。

サ
ー
チ
ャ
ー
が
作
っ
た
調
査
報
告

書
に
つ
い
て
、
依
頼
者
の
満
足
度

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
調
査
報
告
書
の

品
質
水
準
を
上
げ
る
た
め
の
「
報

告
書
の
書
き
方
」
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

上
司
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
を
反

対
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は

・
調
査
は
千
差
万
別
、
同
じ
調
査
、

と
い
う
も
の
は
な
い
。

・
報
告
書
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
作
る

こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
チ
ャ
ー
が
創

意
工
夫
を
し
な
く
な
る
。

ま
さ
に
、
ご
も
っ
と
も
、
で
す
。

そ
こ
で
私
は
何
を
し
た
の
か
と
い

う
と
、
定
期
的
に
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
１
年
間
で
ひ
と
り
が

関
わ
る
特
許
調
査
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
勉
強
会
で
、
調
査
の

目
的
や
背
景
に
合
わ
せ
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
さ
れ
た
事
例
を
サ
ー
チ
ャ
ー

メ
ン
バ
ー
に
共
有
し
ま
し
た
。
何

を
ど
う
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
ど
の

よ
う
な
効
果
を
狙
っ
た
の
か
、
具

体
的
な
解
説
も
し
ま
す
。
自
分
ひ

と
り
で
は
経
験
で
き
な
い
多
く
の

事
例
を
習
得
す
る
こ
と
で
、「
こ

の
調
査
は
、
ど
の
よ
う
に
報
告
す

れ
ば
、わ
か
り
や
す
い
の
か
」

「
今
後
必
要
と
な
り
そ
う
な

情
報
は
な
い
の
か
」、
改
善

な
ど
想
像
力
が
働
き
、
依
頼

者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く

使
い
や
す
い
調
査
報
告
書
が

作
成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
①
に
あ
た
る
報

告
書
に
記
載
必
須
の
内
容
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
、
チ
ェ
ッ
ク
項
目
と
し
て

リ
ス
ト
化
し
ま
し
た
。

【
写
真
】
〇
ブ
ル
ー
パ
ー
ク
阿
納
生
簀
：
ブ
ル
ー

パ
ー
ク
阿
納
の
体
験
学
習
風
景
で
す
。
組
合
の

皆
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
の
中
、
生
徒
た
ち
が
鯛
釣

り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
〇
ブ
ル
ー
パ
ー
ク
体

験
学
習
：
ブ
ル
ー
パ
ー
ク
阿
納
の
体
験
学
習
風

景
で
す
。
鯛
の
捌
き
方
説
明
を
真
剣
に
聞
く
生

徒
た
ち
。
〇
地
蔵
盆
：
旧
小
浜
地
区
で
は
地
蔵

盆
が
あ
り
ま
す
。
地
区
ご
と
に
、
子
供
た
ち
は

お
堂
の
番
を
し
た
り
、
竹
に
お
経
を
書
い
た
五

色
の
旗
を
奪
い
合
い
を
し
て
、
お
参
り
の
お
賽

銭
を
集
め
ま
す
。

御食国から物申す御食国から物申す
馬場　淳子馬場　淳子

　

体
験
学
習
ヘ
ル
プ
者
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
は
、

デ
ー
タ
の
更
新
も
考
え
、
阿

納
体
験
民
宿
組
合
の
み
な
さ

ん
が
日
ご
ろ
使
う
ア
プ
リ
だ

と
い
う
エ
ク
セ
ル
で
作
り
ま

し
た
。
工
程
ご
と
に
写
真
と

具
体
的
手
順
を
記
載
し
、
ど

の
よ
う
に
説
明
し
た
ほ
う
が

生
徒
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す

い
の
か
事
例
も
入
れ
ま
し

た
。
仕
上
が
っ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
担
当
者
に
渡
す
と
き
、

「
こ
れ
で
完
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
場
の
皆
さ
ん
で
、
都
度
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
、
更
新
し
て
く
だ
さ

い
ね
。」
と
申
し
添
え
ま
し
た
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
作
り
手
・
使

い
手
・
将
来
の
担
い
手
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
考
え
て
作
ら

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。そ
し
て
、

常
に
改
善
と
進
化
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第 20回　マニュアル作り第 20回　マニュアル作り



　
「
未
開
」
と
い
う
言
葉
は
、
い

つ
の
時
代
も
幅
広
い
分
野
で
多
く

の
人
を
惹
き
つ
け
ま
す
。
知
財
に

も
そ
ん
な
一
面
が
あ
り
ま
す
が
、

業
務
と
し
て
捉
え
て
し
ま
っ
て
、

そ
の
魅
力
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
読
者
様
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
ニ
ッ
チ
な
視

点
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
に

は
、
ニ
ッ
チ
な
視
点
を
持
つ
場
所

に
出
向
い
て
み
る
の
が
効
果
的
！

と
い
う
こ
と
で
今
回
は
、「
公
益

財
団
法
人
目
黒
寄
生
虫
館
」
第
６

代
目
館
長
の
倉
持
利
明
様
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
医
学
博
士
、
ま
た
初
代
館
長
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
、亀
谷
了（
か

め
が
い
さ
と
る
）
先
生
が
貴
館
を

創
設
さ
れ
る
ま
で
の
道
の
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

倉
持
：
博
物
館
の
創
立
は

１
９
５
３
年
。亀
谷
先
生
は
内
科
・

小
児
科
の
お
医
者
様
で
、
戦
争
中

は
旧
満
州
で
発
疹
チ
フ
ス
の
ワ
ク

チ
ン
を
開
発
さ
れ
る
な
ど
目
覚
ま

し
い
活
躍
を
さ
れ
た
後
、
団
長
と

し
て
２
０
０
０
人
の
日
本
人
を
率

い
て
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。
寄
生
虫

制
圧
の
た
め
に
そ
の
生
活
史
の
研

究
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
夢

を
実
現
さ
せ
、
こ
の
博
物
館
を
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
衛
生
状
態
が
悪

く
、
日
本
国
民
の
８
割
以
上
が
何

ら
か
の
虫
を
持
っ
て
い
た
時
代
に

寄
生
虫
学
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
し

た
、
情
に
厚
い
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」

方
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

―
亀
谷
先
生
の
志
が
受
け
継
が
れ

続
け
、
貴
館
は
今
年
で
71
年
を

迎
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
拝
見
す

る
と
、
研
究
員
の

方
々
の
ブ
ロ
グ
が

頻
繁
に
更
新
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

倉
持
：
研
究
員
は

現
在
、
３
名
。「
自
分
で
出
か
け

て
採
集
す
る
」
と
い
う
の
が
基
本

で
、
１
～
２
週
間
も
調
査
船
上
で

生
活
し
、「
水
深
６
０
０
０
メ
ー

ト
ル
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
」
と

世
界
の
海
か
ら
帰
っ
て
来
る
者
も

い
ま
す
。
ま
た
、
新
種
発
表
時
に

論
文
で
使
わ
れ
た
標
本
は
タ
イ
プ

標
本
と
呼
ば
れ
、
公
的
機
関
に
預

け
る
決
ま
り
が
あ
る
の
で
す
が
、

当
館
で
は
こ
の
タ
イ
プ
標
本
を
数

多
く
保
管
し
て
い
る
た
め
、
寄
生

虫
の
自
然
史
研
究
を
支
え
て
い
る

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
１
年
間
で
新
種
は
ど
れ
く
ら
い

見
つ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

倉
持
：
１
度
遠
洋
航
海
な
ど
に
行

く
と
１
種
類
は
新
種
が
見
つ
か

り
ま
す
か
ら
…
世
界
中
で
毎
年

１
０
０
種
以
上
は
見
つ
か
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
研
究
が
進
ん
で
い

な
い
動
物
も
多
く
あ
り
ま
す
の

で
、そ
れ
以
上
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
寄
生
虫
＝
昔
の
も
の
、
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
覆
さ
れ
ま
し
た
。

倉
持
：
お
客
様
に
も
「
日
本
に
も

寄
生
虫
が
い
る
ん
で
す
ね
。」
と

お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
確
か
に
回
虫
や
蟯
虫
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
や
ア
ニ
サ
キ
ス
な
ど
、
野
生
動

物
等
の
寄
生
虫
が
人
間
に
入
っ
て

来
て
し
ま
う
と
、
深
刻
な
問
題
と

な
り
ま
す
か
ら
、
啓
発
活
動
は
ま

だ
ま
だ
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

―
来
館
さ
れ
る
方
は
ど
の
よ
う
な

方
が
多
い
で
す
か
？

倉
持
：
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
カ
ッ
プ
ル
、
中

高
年
の
団
体
…
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

方
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
外
国

人
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
外
国
か
ら
の

方
も
多
い
ん
で
す
よ
。
と
て
も
あ

り
が
た
い
の
は
医
学
部
、
獣
医
学

部
や
看
護
学
部
の
学
生
さ
ん
、
臨

床
検
査
技
師
を
目
指
す
方
々
の
団

体
で
し
ょ
う
か
。
交
流
に
な
り
ま

す
し
、
そ
の
中
か
ら
将
来
感
染
症

の
仕
事
に
就
い
て
く
れ
る
人
が
出

て
く
る
と
い
い
な
、
と
願
っ
て
い

ま
す
。

―
寄
生
虫
に
は
怖
い
面
だ
け
で
な

く
、
良
い
面
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

倉
持
：
寄
生
虫
は
と
に
か
く
多
様

で
、
生
態
が
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

富
ん
で
い
ま
す
。
生
体
の
中
で
生

き
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
そ
の
進

化
の
過
程
で
、
私
た
ち
の
考
え
が

及
ば
な
い
よ
う
な
能
力
を
獲
得
し

て
い
る
場
合
が
あ
る
ん
で
す
。
そ

れ
ら
を
利
用
し
て
近
い
将
来
、
脂

質
の
代
謝
を
亢
進
す
る
、
免
疫
力

を
高
め
る
と
い
っ
た
活
用
例
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ

ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

―
最
後
に
、
発
明
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ

版
読
者
の
皆
様
に
一
言
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

倉
持
：
現
在
、
日
本
中
の
博
物
館

が
Ｄ
Ｘ
化
、
情
報
公
開
な
ど
の
問

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際

に
、
ど
う
し
て
も
特
許
や
著
作
権

で
躓
い
て
し
ま
う
の
で
、
ぜ
ひ
読

者
の
皆
様
に
は
近
隣
の
博
物
館
に

手
を
差
し
伸
べ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
も
っ
と

知
財
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
と
の
距
離
が
縮
ま
る
と
嬉
し
い

で
す
。

　

来
館
さ
れ
る
方
の
目
的
の
ほ
と

ん
ど
が
「
怖
い
も
の
見
た
さ
」
で

あ
る
と
い
う
、
目
黒
寄
生
虫
館
。

し
か
し
倉
持
館
長
は
、
そ
の
思
い

を
裏
切
り
、
教
育
ま
た
啓
発
の
た

め
に
寄
生
虫
の
イ
メ
ー
ジ
を
リ

セ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
籠
っ
て

い
て
は
仕
事
に
な
ら
な
い
」「
ど

ん
ど
ん
敷
居
を
な
く
し
て
い
く
」

と
い
う
ポ
リ
シ
ー
は
、
初
代
館
長

譲
り
の
、
寄
生
虫
の
大
き
さ
と
は

反
対
に
と
て
も
大
き
な
も
の
で
し

た
。

〇
公
益
財
団
法
人
目
黒
寄
生
虫

館
：
東
京
都
目
黒
区
下
目
黒
４
‐

１
‐
１　

毎
週
月
・
火
曜
日
休
館

（
祝
日
の
場
合
、
直
近
の
平
日
）　

入
場
無
料

　なるほど！レポート

～目黒寄生虫館編～




